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はじめに
　社会的企業についてはこれまで二つの論文で論じてきた [1][2]。まず、社会的企業の役割は創立
者池田大作先生の第 34 回「SGI の日」記念提言 [3] で提起された「人道的競争」の具現化の可能
性のあることを示した [1]。次に、社会的企業の評価基準を作成し、世界的に広く社会的企業と認
知されている 33 社を対象にして、その基準を適用し評価した [2]。その評価結果から社会的企業
の特徴を「社会性」「事業性」「革新性」の三側面から明らかにするとともに、社会的企業の地域
性や企業ランキングを示した。













事業者のことである。応募事業者総数が 107 団体あり、そのうち 70 事業者に対面審査を実施し、
最終的に 55 事業者を選定した。55 事業者の詳しい状況は「ソーシャルビジネスネット」[5] にお
いて公表されている。選定された 55 事業者の主な活動分野として「55 選」では次の４つの大分
類がなされている。すなわち (1)「街づくり・観光・農業体験等の分野で地域活性化のための人
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数が 25、分類 (2) は 18、分類 (3) が７、分類 (4) が５事業者となっている。分類 (1) の「街づく
り・観光・農業体験等の地域活性化」における事業者が全体の 45.5％にのぼり、分類 (2)「子育


























ト」[5] の記述により、またはその事業者が独自に Web サイトを持っている場合は、そのサイトを
調べることにより収集したデータに基づいている。
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　事業者の事業形態については、特定非営利活動法人いわゆる NPO 法人、株式会社、社会福祉
法人など様々である。表１にそれらの形態ごとの事業者数および全体に占める割合を示しておく。
表１から明らかなことは、NPO 法人が全体の 52.7% と半数以上を占めていることである。一民
間人がある事業を起こそうとする場合、特に社会貢献を前面に押し出す場合には NPO 法人にす
るのが合理的でもあり、資金集め等を考えても起業しやすい状況があろう。続いて株式会社、有
限会社がそれぞれ 27.3%、7.3% であり、会社組織が全体の 34.6% を占めている。利潤を追求する
会社組織として社会的企業を運営する形態も 1/3 を越えて存在していることがわかる。なお、社


















NPO法人 株式会社 有限会社 社会福祉法人その他 合計　
29 15 4 7 55
52.7% 27.3% 7.3% 12.7% 100%
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内発性 社会変革 自立性 ネットワーク











































　次に各分野別での相関係数の大きさを見ていく。ただし、分類 (1) では 55 事業者全体の図 4-1
と左程変わらない傾向であるのでここでは特に述べない。分類 (2) における４つの力の関係を図
4-2 に示した。全体の図 4-1 とは特徴を異にする図が得られた。もっとも関係性が強いのは「内発
性」（＝1）と「社会変革」（＝2）であり、この点は全体の図と変わらない。しかし相関係数の大
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きさは 0.77 と非常に強い関係性のあることが認められる。次に大きな相関を示しているのは「自
立性」（＝3）と「ネットワーク」（＝4）であり、0.54 である。図 4-1 での最大の相関係数 0.53 を上
回っており、この関係も重視しておく必要がある。すなわち、人間連帯の「ネットワーク」活用
の優れた力を持っている事業者が「自立性」に勝っているということである。この点は、全体に
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確かに女性リーダーと男性リーダーの間に差があると断定できるのか、ｔ検定を行ってみた。
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